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イベント

　弘前地区の小・
中学生が図画工
作・美術の授業
で作った作品を
展示します。
　素敵な作品か
ら子どもたちの生き生きとした
日常の様子がうかがえます。ど
うぞご覧ください。
【美術展（A会場）】
▼とき　２月４日（土）、正午
～午後５時／２月５日（日）、
午前９時～午後５時
▼ところ　ヒロロ（駅前町）４
階市民文化交流館ホール
【美術展（B会場）】
▼とき　２月４日（土）～６日
（月）の午前９時～午後５時
▼ところ　弘前れんが倉庫美
術館（吉野町）２階市民ギャ

弘前地区小・中学校美術展

ラリー
～共通事項～
▼内容　児童生徒の描画、版画
など
▼入場料　無料（れんが倉庫美
術館は市民ギャラリー内のみ無
料で入場可）
■■問問学校指導課（☎ 82-1644）

　津軽の陶芸
について、昔
ながらの伝統
作品や現代流
にアレンジし
た新しいものなど、津軽らしい
作品の数々を展示・販売します。
お気に入りの一品をぜひ見つけ
てください。
▼とき　２月４日（土）～19日
（日）の午前10時～午後５時
▼ところ　市立観光館（下白銀
町）２階民工芸品展示スペース
▼出展者　四ツ屋窯、ばんりゅ
う窯（りんごワーク研究所）、
津軽千代造窯、ひろの窯、高野
陶房（順不同）
■■問問市立観光館（☎37-5501）

　３年ぶりの開
催です。カトレ
ア・デンドロビウム・胡蝶蘭な
どの洋蘭・セッコク、合わせ
て約 200 株を展示します。
▼とき　２月 10 日（金）～
12 日（日）の午前 10 時～午
後４時
▼ところ　さくら野百貨店弘前
店（城東北３丁目）４階文化ホ
ール
▼入場料　無料
■■問問弘前城愛蘭会（対馬さん、☎
27-5442）

観光館POP-UP STORE
vol.3「津軽ひろさき彩

いろ

いろ
展～津軽の焼き物～」

弘前らん展

広報ひろさきに掲載した
各種催しについて

　広報ひろさきに掲載した各
種催しや教室などは、新型コ
ロナウイルス感染症の予防と
拡大防止の観点から、中止や
内容変更となる場合がありま
すので、ご了承ください。詳
しくは市ホームページまたは
各問い合わせ先で確認を。
　催しなどに参加する際は、
マスクの着用など、感染症対
策にご協力をお願いします。

▼とき　２月11日（土・祝）・
12日（日）・18日（土）・19日
（日）の午前10時～午後３時
※イベントごとに開催時間が異
なります。
▼ところ　りんご公園（清水富
田字寺沢）
▼内容　雪中りん
ご探しゲーム、冬
のりんご畑クイズ
ラリーなど
■■問問りんご公園（☎36-7439）

【つまみ細工でコサージュをつ
くろう】
▼とき　２月11日（土・祝）・
12日（日）、午後１時～３時
▼内容　着物地でつくるアネモ
ネブローチづくり
▼講師　NATSUKO　MIYA
KOSHI さん　
▼定員　各日10人
▼体験料　3,550 円（ケーキ
セット付き）
※事前の予約が必要。
【イラストワークショップ】
　２月のテーマは「立ち雛（び
な）」です。
▼とき　２月11日（土・祝）・
25日（土）の午後１時～３時
▼講師　ささやすゆきさん（絵
本作家）
▼体験料　1,800 円（飲み物
付き）
▼持ち物　使用したい画材
※事前の予約が必要。
【こぎん刺し体験と小物販売】
▼とき　２月12日（日）・26
日（日）、午前10時～午後３時
※体験受け付けは午後２時 30
分まで。

りんご公園
ウインターフェスティバル

鳴海要記念陶房館の催し
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　古川智映子、三浦雅士ら、現在活躍中の
文筆家の著作などを紹介します。

郷土文学館スポット企画展

現在活躍中の作家展 古川智映子

　1932年、弘前市生まれ。県立
弘前中央高校、東京女子大学文
学部卒業。高校教諭を経て、執
筆活動に入る。著書はNHK 連続
テレビ小説『あさが来た』の原案
本となった『小説土佐堀川』、『家
康の養女 満天姫の戦い』など。

▼とき　２月16日（木）～４月13日（木）
の午前９時～午後５時
※入館は午後４時30分まで。
▼ところ　郷土文学館（下白銀町）
▼観覧料　高校生以上＝100円
　　　　　小・中学生＝50円

※障がい者、65 歳以上の市民、市内の小・
中学生や外国人留学生、ひろさき多子家族
応援パスポートを持参の人は無料。年
齢・住所を確認できるものの提示を。

■■問問郷土文学館（☎37-5505）

※あおもり県民カレッジ単位認定講座。

三浦雅士

　1946 年、弘前市生まれ。『ユ
リイカ』『現代思想』の編集長と
して活動。その後評論家に転じ、
文学、芸術を中心に執筆活動を
展開。著書は『私という現象』、『石
坂洋次郎の逆襲』など。

古川智映子

　1932年、弘前市生まれ。県立

三浦雅士

　1946 年、弘前市生まれ。『ユ

▼講師　岩木かちゃらず会
▼体験料　250 円～（コース
ターほか）
【青森の和ハーブ～身近な植物
を活かす～】
▼とき　２月 23 日（木・祝）
～３月 12日（日）の午前９時
～午後４時
▼内容　県内の和ハーブ（有用
植物）20種のパネル展示など
■■問問鳴海要記念陶房館（賀田字大
浦、☎ 82-2902、火曜日は休
み）

　市内外のベーカ
リーがヒロロスク
エアに集い、人気
のパンを販売する
「パンフェスタ」

パンフェスタ＆ママフェスタ

を３年ぶりに開催します。
　また、駅前こどもの広場のマ
マサークルによるハンドメイド
作品の展示販売やワークショッ
プを実施する「ママフェスタ」
を同時開催します。
　詳細はヒロロスクエアホーム
ページ（https://www.hiro
rosquare.jp）で確認を。
▼とき　２月 18 日（土）、午
前10時～午後２時
▼ところ　ヒロロ（駅前町）３
階イベントスペース
■■問問 市民文化交流館（☎ 35-
0154、午前８時 30 分～午後
９時）

【月例登山『行けるとこまで行
ってみよ』】

こどもの森2月の催し

▼とき　２月 19 日
（日）、午前９時30分
～午後２時30分
▼ところ　こどもの
森（坂元字山元、
久渡寺境内）
▼対象　登山経
験があり、冬山
登山の装備で参
加できる人
▼参加料　無料
▼持ち物　飲み物、昼食、タオ
ル、替えの下着・靴下、雨具、
防寒着
※事前の申し込みが必要。
【冬季開館日】
　毎週土・日曜日、祝日、小・
中学校の春休み期間
■■問問こどもの森ビジターセンター
（☎ 88-3923）／市みどりの
協会（☎33-8733）

２月 19 日
（日）、午前９時30分
～午後２時30分

こどもの
森（坂元字山元、
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